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日頃 よ り学 園運 営 への ご理 解 ・ご協 力 に心 よ り感 謝 申 し上 げます。

学 園 の 園 庭 の桜 の つ ぼみ の 芽 吹 き とあわせ 、子 ども た ら も新 た な年 度 の スタ ー トに向 けた準 備 を少 しず

つ始 め て います 。改 め て 、令和 6 年 度 を振 り返 ってみ る と、日々 の暮 ら し ( 寮 で の生 活 ) や 学 園で の行 事 、

寮 で の 外 泊 • 外 出や 外食 を とお して 、子 どもたち の うれ しそ うな表 情 、楽 しそ うな笑 い声 な どが た くさ ん

あ った 1年 だ った と思 います 。

恒 例 とな って いる園盆 踊 り大 会 、 餅 つ き体 験 会、 川 清掃 • 川 遊 び、 サ マ ーキ ャンプ ( ア ップル サ ンタ )

で は、地 域 の 方 との ふれ あ いや 、自然 の 中で の子 どもた ら 同士 の絆 を深 め る ことが で き ま した 。また 、( 寄

付 も含 め ) 招 待 を頂 いた プ ロ野 球、サ ッカ ー J リーグ、バ スケ ッ トB リーグな どの ス ポ ー ツ観 戦 を通 して 、

スポ ー ツの 魅 力 を体 感 しま した 。 そ して 、寮 ご とで 企 画 され た寮 外 泊 ( ユ ニバ ーサ ル スタ ジオ ジ ャパ ン、

東 京 デ ィズニ ーラ ン ド、 スキ ー等 ) や個 別外 出 ・外 食 で は、 子 どもた ら と職 員が 一緒 にな って 、素 晴 ら し

い思 い出 を作 って くれ ま した 。

そ ん な 今 年 度 の 楽 しか った 思 い出 を大切 に しな が ら、子 どもた ら は進 級 ・進 学 、そ して 社 会 の 中で の 自

立 な ど、そ れ ぞ れ の新 た な スタ ー トを迎 え ます。小 山児 童 学 園 の す べ て の 子 どもたら が 、 この先 も多 くの

希 望 に満 ら た 気持 ら と充 実 した 生 活 の 中で、新 た な 挑戦 を楽 しめ る よ う、職 員 一 同 力 を合 わ せ て 頑 張 って

いき ます 。

本 号 最 終 ペ ー ジに、今 年 度 当学 園 に ご寄 付 をいた だ いた方 々 の お名前 を掲 載 して い ます。多 くの方 々 の

ご厚 志 によ り、学 園 で の 子 どもたち 生 活 、学 園の運 営 な どが 支 え られ て い る ことに心 よ り感 謝 申 し上 げ ま

す。

小 山児 童 学 園 園長

山中 茂 幸
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参 加 者 は 子 ど も、 職 員 含 め 2〇 名 程 度 と

多 くの 人 が 参 加 して くれ て 、 生 物 の 多様 性

や 自然 の 豊 か さ 、美 しい水 中 風 景 を存 分 に

楽 しむ こ とが で き 、更 に 自 由 に質 問 を した

り と、 会 場 も大 い に盛 り上 が りま した 。

出 演 : 鍵 井 泰 章 企 画 構 成 : 篠 ・宇 佐 美

'• 協 力 : 湯 浅 • 吉 田 梨 夢 • 増 子
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ク シ ョー を行 い ま した 。

職 員 発 の 企 画 と して 、 今 回 の イ ベ ン ト

「海 の 美 しさ 」 を 開催 しま した 。

水 中 写 真 家 の 鍵 井 靖 章 さ ん ( か き、いや す

! あ き) カドボ ラ ンテ ィア と して 来 園 され 、 1
部 に 写 真 展 方 式 で 普 段 見 る こ と が 出 来 な

V い神 秘 的 な 水 中 写 真 を掲 載 し、 解 説 を いた

r だ き、 2 部 は鍵 井 さ ん によ る ス ラ イ ド トー
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当 日は 、 サ ンタ さ ん と トナ カ イ

で さ ん が 各 寮 を 回 り、 ク リス マ ス プ #
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りま した 。 児 童 の 笑 顔 が た くさ ん

4 見 られ た 一 日で も あ りま した 。
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(株) ドミノ • ピザジャパ ン様

東京ヤクル ト様 (株)そ ご う西武様

西山会計事務所様

: 河村 吉美様 寺嶋 敏行様 加藤 安広様 (有)インフィニテ ィ様 (株) J P j oy 様

• アンカー ・ジャパ ン(株)様 (株)イ トー ヨーカ ドー労働組合東久留米支部 (株)チュチュアンナ様

: 明治安 田生命相互会社様 ラグザス (株) 様 全国シャンメ リー組合様 東久留米市歌謡 同好会一同様

: い さお リンク 笹川功様 ほっともっと様 イオン リテール(株)東久留米店様 伊東 章様

日本鏡餅組合様

(株)東京住建様

ほっともっと様

2 4 時間テ レビチャ リテ ィー委員会様

メ リーチ ョコレー トカムパニー様

一般社団法人ハー トリボン協会様

編集後記

今年度、最後の野火止 とな りま したが、いかがで したか ? 行事等 も楽 しみなが ら、児童 も職員 も伴 に走 り続

けた 1 年であった と思います。いつ も支 えて下 さっている地域 • 関係者の方々に、改めて感謝 申し上げます。

今後 ともどうぞ宜 しくお願 い致 します。

広報誌 『野火止』担当 安江 • 吉 田 (松 ・桜寮所属)


